
１ はじめに

プログラム統括責任者 順天堂大学医学部附属静岡病院 産婦人科 先任准教授 田中 利隆

２ 目的

当院産婦人科専門研修プログラムの目的は、以下のとおりである。

1）専攻医が医師として必要な基本的診療能力を修得し、産婦人科診療における適切な初期

対応および全身管理を行える能力を身につけること。

2）妊娠・分娩管理、産科救急、婦人科良性・悪性疾患、女性生殖医療など、産婦人科領域

全般にわたる専門的知識および基本手技を修得すること。

3）総合周産期母子医療センターとして集約される母体・胎児の重症症例や産婦人科救急疾患

を通じて、的確な臨床判断力とチーム医療を実践できる能力を養うこと。

4）医療倫理、医療安全、患者中心の医療を理解し、高い倫理性とプロフェッショナリズムを

備え、社会から信頼される産婦人科専門医を育成すること。

5）産婦人科領域全般の研修を基盤として、周産期、生殖医療、婦人科腫瘍、女性ヘルスケア

などのサブスペシャリティ領域への発展的研修につなげること。

6）地域医療および高度医療の双方に対応できる産婦人科専門医を育成し、その育成を通じて

地域医療および国民の健康・福祉の向上に貢献すること。

３ 研修病院群

（1）専門研修基幹施設

順天堂大学医学部附属静岡病院

当院は、静岡県東部地区唯一の総合周産期母子医療センターに指定されており、

新生児センターと密に連携しながら、同地区における周産期医療の中心的役割を担っ

ています。正常妊娠から母体および胎児に合併症を有するハイリスク妊娠まで、すべ

ての妊娠に対応可能な診療体制を整えており、専攻医は幅広い周産期症例を経験する

ことができます。また、超音波専門医および臨床遺伝専門医の指導のもと、胎児超音

順天堂大学医学部附属静岡病院産婦人科専門医研修プログラム

（順天堂大学医学部附属静岡病院）

当院産婦人科専門研修プログラムは、総合周産期母子医療セ

ンターとしての役割を基盤に、地域の周産期医療および女性医

療を担う産婦人科医の育成を目的としています。産科・婦人科

ともに救急疾患が多く、専門研修医は分娩管理、産科救急対応、

婦人科急性腹症や悪性疾患を含む幅広い症例を経験すること

で、確実な基本手技と的確な臨床判断力を身につけることがで

きます。また、大学附属病院としてエビデンスに基づいた標準

的かつ先進的な医療を学び、地域医療から高度医療まで幅広く

対応できる実践力と、将来の専門性の深化につながる基礎力の

習得を目指しています。



波精査、出生前診断、遺伝カウンセリングなど、専門性の高い周産期医療についても

研修が可能です。婦人科領域においては、良性・悪性疾患に対し、最新のエビデンス

に基づいた標準治療を基本として、外科治療、腹腔鏡下手術およびロボット支援下手

術を含む内視鏡手術まで幅広い診療を行っています。特に救急症例では、緊急手術を

含む多数の症例を経験することで、迅速かつ的確な判断力と実践的な外科的対応能力

の修得を目指します。

（2）専門研修連携施設

順天堂大学医学部附属順天堂医院、浦安病院、練馬病院、江東高齢者医療センター

などの順天堂大学附属病院や、静岡県東部地区内にある、沼津市立病院、富士市立

中央病院が参加協力されており、大学病院で行われる最先端の高度治療から、一般

病院で行われる地域医療まで幅広く研修プログラムを選択することが可能です。

連携施設

順天堂大学医学部附属順天堂医院

順天堂大学医学部附属浦安病院

順天堂大学医学部附属練馬病院

順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療センター

沼津市立病院

富士市立中央病院

４ 専攻医受入数

4 名

５ 研修期間

プログラム全体の研修期間は 3 年間です。

1-2 年は順天堂大学医学部附属静岡病院で研修を行い、以降は上記の専門研修連携

施設にて研修を行います。

６ 研修計画（例）

１-2 年目 順天堂大学医学部附属静岡病院をローテーション

2年目以降 上記の専門研修連携施設で研修も可能。

７ 問い合わせ先

〒410-2295 静岡県伊豆の国市長岡 1129

順天堂大学医学部附属静岡病院 臨床研修センター

電話：055-948-3111 / Fax:055-948-5088

E-mail:shizuoka-kenshu@juntendo.ac.jp

URL：https://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/trainee/latter/

プログラム責任者

順天堂大学医学部附属静岡病院産婦人科 先任准教授 田中利隆



８ 「静岡県キャリア形成プログラム」における取扱い

（１）領域、プログラムリーダー

領域：産婦人科、プログラムリーダー：産婦人科 先任准教授 田中利隆

（２）キャリア形成プログラム受入見込み数

「４ 専攻医受入数」の内数 4名

（３）具体的なコース

後期研修、後期研修後の７年間のうち４年間を医師少数区域または医師少数スポットで勤務

（４）勤務する医療機関

※下線は、医師少数区域、医師少数スポットに所在する病院

（５）取得できる資格

日本産科婦人科学会専門医

（６）問い合わせ先

〒410-2295 静岡県伊豆の国市長岡 1129

順天堂大学医学部附属静岡病院 臨床研修センター

電話：055-948-3111 / Fax:055-948-5088

E-mail:shizuoka-kenshu@juntendo.ac.jp

URL：https://www.hosp-shizuoka.juntendo.ac.jp/trainee/latter/

プログラム責任者

順天堂大学医学部附属静岡病院産婦人科 先任准教授 田中利隆

初期研修 後期（専門）研修 後期（専門）研修後

２年 4年 4年

県内病院

【基幹病院】

順天堂大学静岡病院（2年間）

【連携病院】

（４）に記載の医療機関（2年間）

【基幹病院】

順天堂大学静岡病院（２年間）

【連携病院】

（４）に記載の医療機関（２年間）

二次医療圏 後期（専門）研修 後期（専門）研修後

賀 茂

熱海伊東

駿東田方 沼津市立病院 沼津市立病院

富 士 富士市立中央病院 富士市立中央病院

静 岡

志太榛原

中東遠

西 部


